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館
長

熊
倉
功
夫

煎
茶
文
化
と
は
何
か
、
と
い
う
設
問
に
、
精
神
論
や
茶
器
を
も
っ
て
答
え
る
の
で
は
な
く
、
煎
茶
の
空

間
と
し
て
の
建
築
と
庭
園
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
画
期
的
な
一
書
が
誕
生
し
た
。
入
っ
た
と
た
ん
に
、

あ
っ
こ
れ
は
煎
茶
趣
味
だ
、
と
強
い
印
象
を
受
け
る
座
敷
や
庭
に
出
逢
う
こ
と
は
多
々
あ
る
が
、
そ
の
印

象
が
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
う
い
う
特
質
が
あ
る
の
か
、
総
合
的
に
解
明
す
る
書
物
は
今
ま
で
な
か
っ
た
。

煎
茶
は
近
代
黎
明
期
に
あ
っ
て
は
抹
茶
の
文
化
を
圧
倒
す
る
勢
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
煎
茶
は
日
本
人
の

日
常
生
活
に
密
着
し
、
抹
茶
が
芸
道
の
中
に
の
み
活
き
た
の
に
対
し
、
よ
り
広
い
国
民
的
支
持
を
受
け
る

飲
み
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
煎
茶
の
文
化
が
文
化
と
し
て
大
き
く
実
ら
な
い
の
は
何
故
か
。
煎

茶
文
化
と
煎
茶
の
習
俗
が
い
さ
さ
か
乖
離
し
て
い
る
こ
と
に
そ
の
理
由
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

煎
茶
文
化
を
支
え
る
も
の
は
江
戸
時
代
後
期
に
成
熟
し
た
煎
茶
趣
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
琴
棋
書
画
を
楽

し
む
教
養
と
高
雅
清
澄
の
精
神
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
し
ば
し
ば
高
踏
的
な
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
に
お
ち
い
り
易
い
。
煎
茶
文
化
が
広
く
社
会
に
受
け
い
れ
ら
れ
る
方
向
を
と
る
現
代
の
煎
茶
道

の
文
化
は
、
煎
茶
の
味
と
香
り
を
追
求
し
て
、
文
人
的
な
煎
茶
趣
味
か
ら
は
は
な
は
だ
遠
ざ
か
っ
て
い
る
i



よ
う
に
思
え
る
。
広
く
大
衆
化
す
る
煎
茶
道
の
世
界
と
本
来
の
煎
茶
趣
味
の
統
合
が
、
今
求
め
ら
れ
る
。

私
の
知
る
六
世
小
川
後
楽
さ
ん
は
、
そ
の
統
合
を
見
事
に
果
た
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
後
楽
さ
ん
と
出

会
っ
た
の
は
ほ
ぼ
五
〇
年
前
。
ま
だ
楢
林
忠
男
と
名
乗
る
文
化
史
家
で
あ
っ
た
。
彼
の
も
と
で
杉
本
秀
太

郎
さ
ん
や
大
和
大
路
の
バ
ー
眞
理
さ
ん
た
ち
と
煎
茶
の
稽
古
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
間

も
な
く
の
頃
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
教
授
ぶ
り
は
高
踏
に
過
ぎ
ず
俗
に
堕
さ
ず
、
誠
に
心
地
よ
い
も
の

で
あ
っ
た
。
今
こ
そ
求
め
ら
れ
る
統
合
さ
れ
た
煎
茶
文
化
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
こ
の
後
楽
さ
ん
の
た
た
ず

ま
い
が
、
本
書
の
随
所
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
。

さ
き
に
も
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
近
代
日
本
の
煎
茶
文
化
は
大
き
な
遺
産
を
残
し
た
。
明
治
・
大
正
と
煎

茶
文
化
が
放
っ
た
光
芒
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
る
ま
い
。
近
代
の
数
寄
者
原
三
渓
も
住
友
春
翠
も
煎
茶
か
ら

抹
茶
に
進
ん
だ
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
も
う
一
つ
の
統
合
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
煎
茶
と

抹
茶
の
文
化
の
統
合
で
あ
る
。

二
五
年
前
に
発
足
し
た
茶
の
湯
文
化
茶
会
は
、
狭
義
の
茶
の
湯
に
と
ら
わ
れ
ず
、
日
本
で
展
開
し
た
茶

の
文
化
を
総
体
と
し
て
把
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
当
然
、
抹
茶
の
茶
の
湯
、
煎
茶
の
茶
の
湯
、

さ
ら
に
番
茶
な
ど
民
俗
の
中
の
茶
の
湯
全
体
を
包
含
し
、
そ
の
統
合
の
中
に
日
本
の
茶
の
文
化
の
探
求
と

創
造
を
求
め
て
い
る
。

抹
茶
の
茶
の
湯
の
研
究
も
よ
う
や
く
近
年
盛
ん
に
な
り
若
い
人
び
と
の
研
究
も
輩
出
し
て
い
る
。
し
か

し
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、
煎
茶
の
茶
の
湯
も
民
俗
の
茶
の
湯
も
研
究
の
入
口
に
あ
る
と
い
え
ぬ
こ
と
は
な

ii



い
。
楢
林
忠
男
（
小
川
後
楽
）
氏
が
昭
和
四
十
六
年
に
『
煎
茶
の
世
界
』
を
上
梓
し
た
時
、
つ
い
に
新
し

い
煎
茶
文
化
概
説
書
が
誕
生
し
た
と
、
大
い
に
喜
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
庭
園
研
究
の
泰

斗
尼
﨑
博
正
氏
を
中
心
に
、
新
し
い
煎
茶
研
究
の
最
前
線
の
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
小
川
後
楽
氏
が
求

め
た
煎
茶
の
研
究
と
実
践
の
統
合
の
成
果
と
、
煎
茶
と
抹
茶
の
文
化
を
統
合
す
る
新
し
い
研
究
の
視
点
が
、

本
書
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
こ
と
に
慶
賀
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
序
文
を
寄
せ
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
光
栄
を
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

iii
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北方文化博物館三楽亭
→伊藤家住宅三楽亭

（旧）堀氏庭園、堀家 268，323

ま

益田克徳邸（無為庵） →無為庵
益田孝（鈍翁）邸 5，7，8，85
（旧）丸三森家（現大河原家）悠然亭 57
萬福寺有声軒・売茶堂

34，78，175，229，320

む

無為庵 5，7，85，296，297
無何有荘大醒榭

50，64，82，83，104，234，253，312
向島百花園 140
無心庵 296
無隣庵（無鄰菴） 6，9，12～15，22～24，
27，42，43，86，144，151，238，255，318

め・も

明月閣 229
網師園濯纓水閣 82
旧毛利家別邸花江御殿 156，234

や

八坂耕雲園 44
山県邸 8
山中看松居 27，42

山中定次郎邸 24，298

ゆ

幽月亭 296
有芳園 14，107

よ

揚輝荘 162，313
養翠園 257，258，321
浴恩園 248，249
（旧）横山家住宅 156
横山邸（現・智水庵） 27，42

ら・り

楽々園 →玄宮楽々園
六園 248
栗林公園 50，60，234，245，246，326
流響院（真如苑真澄寺別院）

26，117，144，151，316
料亭花月 328
林華園 42

れ・ろ

蓮池亭 40
弄珠亭 223，235
蘆花浅水荘 74，117，141，145，314

わ

和楽園 269

x



そ

叢桂園 256，329
漱枕居 34
染谷氏別荘聚遠亭 24

た

大長寺 232
對龍山荘 14，15，25，317
髙津屋伊藤博石堂（伊藤家）264，265，322
（旧）高橋家住宅 156，157
高橋義雄邸（番町邸） 5，7，8，85
多胡家 266
田中光顕邸 5
田淵氏庭園、明遠楼・春陰斎 241，321
玉塚氏の別墅の庭園 142

ち

（旧）竹田荘 117，330
竹梁斎 229
釣耕園 80，256，329
聴竹居 25，162
長楽寺梅枝亭 106，225
椿山荘 5，85

つ

塚本与三次邸 14，27，42，298

と

（旧）戸島家住宅 50，58，233，327
豊田喜一郎邸 162

な

長尾山荘 300，301
長尾邸 144
中津万象園 50，54，82，208，233，243，325
中埜家 226，241
中邨楼 227，232
（旧）名古屋城竹長押御茶屋 234
鍋島侯爵邸 5
並河邸（並河靖之七宝記念館）

193，197，198，319
南湖 248
南禅寺順正 262

に

二条三井邸 9

の

（旧）野﨑家住宅・野﨑家塩業歴史館323
野村邸・野村別邸碧雲荘

14，15，26，27，42，107，144，174，317

は

白雲洞 170
白沙村荘 76，82，117，145，147，318
花江茶亭 234，325
海荘 248
早川家 158
原六郎邸・原氏高輪邸 5，6
原邸（環翠園、現・大寧軒） 27，42
萬松園 160

ひ

松久家梅山別邸 160
土方伯爵邸 6
日比谷平左衛門邸 5
平井邸 42
広瀬歴史記念館 旧広瀬邸 327

ふ

福禅寺 223
藤田家新本邸 300
藤田邸 42
富春亭 26
不染庵 171
鮒宇亭・鮒宇楼・舩卯楼 228，232，298
古川虎之助邸 14

へ

平安神宮神苑 8，14，86
碧雲荘 →野村邸

ほ

蓬莱園 5
星岡茶寮 188
細川氏怡園 14
細谷家住宅 69，157，307
北国街道安藤家 313

索 引

ix



勝川家 161
桂離宮 238，240，243，248，259，287，289
金沢21世紀美術館茶室 松涛庵 310
河陽（賀陽）離宮 247
伽藍洞一木庵 86
臥龍山荘 70，82，242，326
咸宜園 256

き

枳殻亭 137，138
其日庵 296
居然亭 38

く

草野本家 67，208，330
久原氏別邸 24
久原邸 42
久原氏小堀邸 14
（旧）藏内邸 328

け

慶沢園 299，300
玄宮楽々園

34，50，59，82，104，234，243，255，314
兼六園 244

こ

小石川後楽園 245，249
高台寺（鬼瓦席・岡林院・松林院）

42，46，106，232
黄葉夕陽村舎 256
（岡山）後楽園 234，244，246，300，324
後楽堂 117
午松庵 291

さ

（円山）左阿弥楼44，45，106，227，232，299
西行庵（皆如庵） 42，44，45
櫻井家住宅・庭園 180，322
桜山荘庭園 146
桜宮 232
三郭四園 248
三癸亭 32，114，125～127，129，136，137
山紫水明処 16，50，56，82，89，113，
117，137，205，212，233，241，315

し

（清水）紫翠軒 26，42
（旧）閑谷学校黄葉亭

50，55，82，233，244，256，324
詩仙堂 137，138，140，287，289
渋沢栄一邸・渋沢別邸 5～7
清水氏十牛庵 14
下郷氏別邸・清流亭 24
修学院離宮 137，138，238，240，246，
248，250，259，260，287，289
縮遠亭 34
縮景園 243
（円山）正阿弥 106，223，225，232
松源楼 227
渉成園 111，272，287，289，294，295，319
松殿山荘 34，173，320
城南荘旧横山邸 310
松風邸 42
青蓮院 34，42
織宝苑 →流響院
白山氏別業 232
信州須坂豪商の館田中本家博物館 311
新々亭 296
神泉苑 247
新町三井邸 9

す

水前寺成趣園 243
瑞芳院 229
鈴木家住宅蔵座敷 157
寸松庵 296

せ

成巽閣三華亭
34，50，62，83，104，234，235，311

清風荘 14，21，22，24
清流亭 26
仙巌園 244
潺湲亭（石村亭） 117，149，151
千光寺 253
千歳楼 159
千秋館 249
仙洞御所 287，289
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山本誉吉 223

ゆ

熊明遇 37
湯本文彦 8，9

よ

葉雋永之 216
吉田兼儔 58
吉永義信 140，144
世継伯周 38

ら

頼復（支峰） 71，106，205
頼杏坪 250
頼庫山 205
頼山陽 19，21，25，49，56，57，71，82，86，
88，89，103，104，113，115，117，137，205，
210，212，234，241，243，246，248～255，
257，259，262，272，285，294，295
頼春水 56，243
楽旦入 257
嵐翠子 217

り

陸羽 32，33，96～98，110，112，114，122～
125，127～129，133，135～137
陸樹声 99
李白 130，249

ろ

碌々斎 →千宗左
盧仝 97～99，101～104，108，110，112，1
22～124，128～130，133，135，212，239，
249，250，252，280，282，291
ロドリゲス、ジョアン 292

わ

鷲尾隆康 291
渡辺蓬島 177

【庭園・建築名】

あ

葵亭 151
朝倉彫塑館（朝倉文夫邸） 79，309
麻生本家 158
粟田山中邸 42
安藤家住宅小蘭亭 72

い

伊藤家住宅三楽亭（北方文化博物館三楽
亭） 157，309

絲原家 181
稲畑氏和楽庵・稲畑邸 14，27，42
（旧）岩崎京都別邸 →流響院
岩佐邸 6

う

上西邸 42

え

詠帰亭 141
海老名家住宅団雪庵 71，308

お

桜雲台 227
大隈重信邸 5
大沢の池 247
小川流三清庵 315
小栗家住宅 66，312

か

何有荘 117，316
皆如庵 46
（水戸）偕楽園 308
学温園 229
郭家 262
（旧）柏倉家住宅 158，241
画神堂庭園 179，180
霞中庵 117，145
華中庵 26，42
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藤田伝三郎 20，169，300
藤村庸軒 293
藤本鉄石 103
藤森弘庵 65
藤山雷太 171
藤原定家 55
藤原冬嗣 110，128～130，138，247

ほ

帆足杏雨 49，177
方巌（八橋売茶禅翁） 222
細川忠利 243
細川綱利 80，243
堀河護麿 259
堀河康親 88，259，285
堀口捨己 24，34
堀親正 268
堀礼造 268，269
本多錦吉郎 187
ポンティング、ハーバート197，198，199

ま

前田綱紀 245
前田夏蔭 289
前田斉泰 62
槇村正直 106，178
益田克徳 85，295
益田孝（鈍翁） 15，24，170，284，295，296
松井釣古 226，228，229
松井楓川 106，227，233
松井廉 228，229
松方正義 172
松平定信 248～250
松平頼重 60，245，246
松平頼常 60
松平頼恭 245
松田宗貞 188
松永耳庵 171，172
松久永助 160
松本幾次郎 6
松山卓爾 228
松山与兵衛 228
松浦詮 142

み

水谷鶴松 227
水野忠成 273，278，294，295
三井高善 171
三井高福（八郎右衛門） 284
明恵 108
妙法院宮真仁法親王 249

む

陸奥宗光 263
村上和光 226
村瀬栲亭 49，217，232，249，295
村田宗珠 291，292
村山龍平 169

め

明治天皇 276

も

モース、エドワード 270，271
本位政五郎 145，151
森居易斎 229
森五石 57
森林右エ門 229
諸岡存 32，33
諸戸清六 171

や

八木甚兵衛 21
梁川紅蘭 253
梁川星巌 251，253，254，259，285
矢野仁一 32
山県有朋 5，6，9，12，20，22，25，43，85，
104，238，255，284，296
山階宮晃親王 285
山科李溪 102
山田子襲 57
山中吉郎兵衛（春篁堂）105，173，225，229
山中定次郎 42
山中信天翁 106
山内容堂 106，286
山元春挙 74，75，117，145，147
山本徳潤 221，231
山本梅逸 39，65，105，226
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つ

塚本与三次 42
辻孝篤 222
續英常 80
椿椿山 235，267

て

天沖真一 177

と

陶淵明 22，109～111，131，133，135，141
道澄 288
徳川治宝 257，258
徳川光圀 245，246
徳川慶勝 285
徳川頼房 245
徳大寺公純 239
戸野琢磨 140，144
土橋嘉兵衛 26，174，297
富岡鉄斎 21，89，91，162，259
豊田藤太郎 269
豊臣秀吉 26，98，280，284

な

内藤湖南 21
内藤鳴雪 21
中川久成 178
長沢伴雄 258
中島蘆舟（俊司） 64
中埜又左衛門 226
中林竹渓 226
中林竹洞 65，226
中村漁村 254
中村蘇人 95
夏目漱石 145，259
鍋島直澄 119
並河徳子 193
並河靖之 184，188，189，192，200，201，238
楢林忠男 →小川後楽（六世）

に

西川一草亭 21，22，24

ね

根津嘉一郎（青山） 284，298

の

野口小蘋 104
野崎玄庵 43，168
野々村仁清 26，244
野村徳七（得庵）

14，15，42，107，168，174，284
野呂介石 257

は

梅園梅叟 300
売茶翁（高遊外・柴山元昭） 18，40，48，
50，78，88，99，100，108，109，113，114，
119～124，128，129，136，177，216，222，
223，232～234，241，247，252，258，280～
282，286，290，294
売茶東牛 222
白居易 97，109，110，117，129，130，132～
134，137，138
橋本関雪 76，82，117，145，147
橋本竹下 251
長谷川瀟々居 104
八条宮智仁親王 243
浜田松僲 222
早川周造 158
林新助 26，174
原三渓 171，172
ハリス、タウンゼント 257
伴蒿蹊 120，286
范仲淹 245

ひ

平野五岳 68，69
広瀬淡窓 256

ふ

封演 97
深田精一 221
深津宗味 168
藤井厚二 24，25，162
藤田耕雪 27
藤田香雪（伝次郎） 284
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コンドル、ジョサイア 14，186

さ

西園寺公望 14，20，24，239
西行 297
最澄 128
斎藤拙堂 65
彭城百川 102
嵯峨天皇

48，97，110，128，129，134，216，240
佐久間象山 65
佐々木松墩 87
沢田実成 217
三条公修 258

し

重森三玲 146
シッドモア、エリザ・Ｒ
183～185，187，190，192，194，199，238

篠崎小竹 256，295
渋沢栄一 296
島津重豪 244，286
島津忠良 244，285
島孟克 222
釈皎然 32
周高起 107
朱舜水 245
徐渭 99
松風嘉定 26，42
聖武天皇 216
青蓮院宮 →久邇宮朝彦親王
新宮涼庭 262

す

末広雲華 257
菅原竹侶 156
杉田三郎助 106，226
杉田尚綗 225
鈴木禎次 162
住友友純（春翆、吉左衛門） 14，20，21，
107，168～170，238，284，299，300

せ

清談楼主人 221
関藤藤陰 254

釧雲泉 259
千宗左（碌々斎） 188，191
千宗守（不徹斎） 191
銭椿年 98
千利休 165，186，190，242，286

そ

曾占春 220，244，286
宗長 291

た

大典顕常（蕉中） 102，121，216
タウト、ブルーノ 25
高島秋帆 65
高杉晋作 238
鷹司政通 275
高橋草坪 177
高橋義雄（箒庵）7，15，16，24，26，27，43，
85，168，172，295，301
高谷宗範 172
高谷恒太郎 169
竹内栖鳳 117，145
竹内禎十郎 225
武田五一 24，25
武市半平太 151
橘諸見 222
館柳湾 223
田中鶴翁 117，223，231
谷崎潤一郎 117，145，149
谷鉄臣 255
谷文晁 248
田能村小斎 225
田能村竹田 49，88，102～104，117，119，
177，210，220，223，229，230，234，249，
252，253，259，262，294
田能村直入 21，27，39，40，104，177，180，
223，225，232，259，298
田能村伝太 177

ち

チェンバレン、バジル・ホール
185，187，190，197

竹邨桑者 229
張又新 97
趙元 136

iv



仰木魯堂 171，172
大久保三笑 81
大塩中斎 103
大塚杉陰 223，224
鴻雪爪 64
岡倉天心 96，280，281，283，286，288
尾形乾山 26
岡本喜十郎 159
岡本作太郎 269
小川可進 87，117，222，231，259，285
小川其楽 89
小川源兵衛 216
小川後楽（6世） 18，35，182，200，291
小川治兵衛（7代目、植治） 3，6，8，14，
15，16，21，23～27，42，85，144，146，147，
151，153，193，198，238，240，259，297，
299，300
小川白楊 42
奥蘭田（玄宝） 106
小沢圭次郎 19，140，141，142，144，152
小野田簡斎 254
小原適 64
小原鉄心 64，65，82，104，253，285

か

郭百甫 263
笠原方巌 258
加島信成 226
嘉納治郎右衛門鶴堂 172，173
亀井南冥 250
亀田窮楽 102
川上貞奴 160
川上宗順 295
川端康成 145，151
河村澄 221
顔真卿 32，114，124，125，127
菅茶山 250

き

徽宗 98
北大路魯山人 72
北尾春道 34
北白川宮能久親王 192
北村捨次郎 24
木戸孝允 19，104，143

木下逸雲 210，256，259
キプリング、ラドヤード 195，199
木俣石香 255
木村蒹葭堂 38，49，102，210，216，217
木村清兵衛 86，297
京極高豊 54，211，243，244
京極高中 54，211
堯恕法親王 99，100，123，294
許次紆 115

く

空海 110，128
草郷清四郎 170
楠木正成 256
久邇宮朝彦親王 192，238
熊谷直孝 105
熊谷直行 106，225
黒川小樵 227，233
黒田天外 12，13，299
桑原空洞 102

け

月譚道澄 99，108，123，241
玄々斎 168，191

こ

小石元瑞 262
河内寅次郎 70，82，242
皎然 114，124，127，133
幸野楳嶺 178
高濂 115
小島佐一 146
後醍醐天皇 210，256
後藤新平 171
小西分史 226
近衛忠煕 285
近衛信尋 245
小林卓蔵 106
小堀遠州 289
小松宮彰仁親王 192
後水尾天皇

99，100，137，246，248，287，288，294
近藤康平 296
近藤正一 3，5，6，8，85，95，140
近藤芳樹 40
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＊採録語句が章・節・項のタイトルに含まれる場合は該当頁をゴシック表記に
し、その章・節・項内からは採録を省略した。

【人名】

あ

青木木米 26，49，102，232
秋里籬島 186，294
朝倉文夫 79
浅野重晟 243
浅野長晟 242，243
安積艮斎 65
阿部正弘 254
有神蜻洲 230
安藤栄吉 64

い

飯田十基 6
井伊直興 59
井伊直弼 239，254，255
井伊直中 254，255
飯山義方 223，235
池田章政 258，286
池田茂政 259
池田綱政 244
池田光政 244
池大雅 102
生駒高俊 60
石川丈山

48，97，111，115，137，222，287，289
伊集院兼常 9，192
市河寛斎 250
市河万奄 227
一条忠香 285
一色七五郎 172
一指斎 191
伊藤若冲 102

伊藤祐民 162
伊藤利兵衛 264
伊藤博文 104
稲畑勝太郎 42，117
井上馨 170
今井定次郎 26
今井八方堂 174
岩倉具視 285，286
岩崎鷗雨 254
岩崎小弥太 117
岩崎弥太郎 151
岩崎弥之助 106
岩田嘉平（嘉兵衛） 44
隠元隆琦 48，99，100，123，137，287，288

う

植熊 151
植治 →小川治兵衛
上田秋成 36，38，49，87，88，103，113，116，
119，217，230，232，241，250，252，285
上田宗箇 242，243
上田光美 40
上野理一 169
宇野士新 102

え

栄西 108，109，216
永忠 97，128
永楽保全 257
海老名久松 71
江馬細香 253
袁高 124，125
圓能斎 191

お

王羲之 244
大枝流芳

49，88，102，115，116，216，230，288
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